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宿泊者数の推移 「階級制度に基づく地域共同体と空間秩序の形成」 「小間口制度による小間口権利者を中心とした構造」 共同浴場 隣接する路地空間 周辺空き家

用途地域
商業地域

※旧温泉街 , 新開地
近隣商業地域

第一種住居地域

第一種中高層住居専用地域）

伊香保町 旧新

新

温泉のやり取り
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無償

A:大屋　B:門屋

温泉のやり取り

A

B B B B
売買

A:小間口権者　B:引湯権所有旅館
共同体で発展 独立して発展

背景 衰退した旧温泉街と新開地敷地 群馬県渋川市伊香保温泉 問題 湯の権利意識による根深い村社会 提案 共同浴場を核とした新たな共同体形成 計画 最小単位共同体を活用したまちづくり

　多様化する観光客のニーズへの対応の遅れやバブル期以降の長引
く景気低迷から、平成3年をピークに宿泊者数は減少傾向にある。

　小間口制度 (湯の権利制度 )が町の構造となっている。しかしこ
の制度はかつてのような地域共同体創造の役割を果たしていない。

　かつての湯の共同体の構成要素の一つをなす共同浴場に着目し、
温泉街の核として位置付けることで新たな共同体の形成を試みる。

　全6軒の共同浴場は、町の裏の路地に面しまた周辺には空き家
が存する。これら活用で長期における地域空間活性化を計画する。

　伊香保温泉は、江戸時代に完成した旧温泉街と温泉地拡大のため
生まれた新開地で構成されており、歴史性を有する温泉街である。

平成3年
空き地は風化が進行

空き家が密集している

湯の伝統的な権利制度に基づく
共同浴場を核とした地域空間活性化の計画

-伊香保温泉における実践的探究-



Phase1における共同浴場の役割
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中庭 トイレ

脱衣所

貯水槽

PS
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「田中屋」
石段街沿い商店
共同浴場利用者

空き部屋
※phase2 での利用可能

「おかし屋」
石段街沿い商店
共同浴場利用者

現状、街路空間が
生活空間の延長で
あるため、phase
１では保護し、
phase２の際に環
境整備を行う。

空き家
phase2 で集住に改修予定

「ホテル金太夫」
小間口権者
共同浴場へ無償で湯を提供

＋6000

旅館受付
観光客専用浴場入口

エネルギー装置の中庭

利用住民の動線

路地空間の保護

1F Plan : 1/150

周辺環境への配慮

・共同浴場利用住民のための動線計画
・生活空間の保護

・温泉熱の活用
・空き家の活動の原動力となる

エネルギー装置としての浴場

空家

空家

空家

空家

空家

空家

空家

Phase 1「共同浴場の観光客利用化」 Phase 2「周辺の空き家再構築」 Phase 3「共同体形成と意識向上」

phase 2.1 phase 2.2 phase 3.1
地権及び空き家整
備による資産化と
新たな活用の検討

ヒューマンスケー
ル路地を活かした
魅力の継承と発信

維持管理費獲得によると浴場の保護と
更なる地域空間活性化資金調達の提案

空き家の稼働エネルギーを共同浴場
(環境装置 )が担保 .6 つの共同浴場
を核とした小さな共同体創造の提案

250 円

観光客 新開地 旧温泉街

共同浴場

地域住民

住居系路地

表商業系路地

裏商業系路地

旅館バックヤード

通り抜け路地

組織
旅館 WS

※本研究により遂行

小間口権者

維持管理

維持管理

200円

入浴料
　500円

（まちづくり資産獲得）

費用担保

住民の増加

隙間を意識した空間検討

安全面の確保

資産
化
&賃
貸化

家賃
　入湯税
50円

共同浴場：100円 /200円
空き家プロジェクト：〇〇円

空き家 裏路地
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無償
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湯
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提
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隣接

伊香保らしい町の創造とまちづくり意識の向上

居場所の確立

機
能
及
び

空間の検討

phase 3.2
ワークショップ開催による住民 , 小間口権者 , 町当局
の今後の活性化事業の動機付け .

調査 最小単位共同体活用のための実地調査 WS 地域住民らと考える新たな仕組みの提案 設計 ６つの共同浴場の設計

□第1回

・2020年 9月 7日
・13：00～15：00
・千明仁泉亭 (楽水楽山 )
　

先行研究による成果と , 筆者が感じた伊
香保の問題点をあげ , 計画の方向性を検
討する .

□第2回

・2020年 10月 8日
・13：00～15：00
・観光協会会議室＋ZOOM

複数の提案計画の提示による議論と , 計
画の方向性の確定 . 問題点の抽出 .

□第3回

・2020年 11月 12日
・13：00～15：00
・観光協会会議室＋ZOOM

第 2回で決定した計画の方向性のブ
ラッシュアップと複数設計案提示と設
計方針の決定 .
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主要参加メンバー 地域住民

＋ ...

計　　 名６

▷町づくりに対して積極的な人を選定
渋川市伊香保観光協会 :1名
旅館経営者 :3名（旧温泉街1軒 , 新開地 2軒）
石段沿い商業店舗経営者 :2名                       

▷少数意見の抽出
意見の偏りを防ぐために，他の
地域住民にも意見を求めた．

計    　　名，のべ    　　回10 1５

問 題 提 起 計 画 提 案 基 本 設 計

　現地での聞き取り調査の中で、まちづくりに積極的な方に協力をお願いした。また、議論が偏ってしまうことを考慮し、
プラスアルファでその他地域住民にも並行して聞き取り調査を行った。現地におけるワークショップを 3回行い，共同浴
場を核とした地域再生計画を立案し，改良を繰り返し，現実の計画に結びつき得る視点の獲得に努めた。

　共同浴場の利用人口は減少することにより維持管理が困難となることで閉鎖傾向にある。
実際に、①共同浴場は現在利用者が現在一世帯のみであり、維持管理が困難である理由で 2021 年 3月に閉鎖してしまうこ
とが聞き取り調査から分かった。これより、小間口権者と住民らの湯の繋がりや、現在も地域住民の生活の、一部であるこ
と、さらに、これら共同浴場が変わらず小間口権者らの経営目的湯でないことから、新たな活用法を見出し、湯のネットワー
クを形成することが可能なのではないか。

　路地空間の物理的特性から５つの属性に分けることができる。旧温泉街の路地は、これらの特性のパスが車道を通して断
片的に連続していること、また数本のパスが入り組み、１本の路地となることで連続的に存在し、独特なスケールを持つ魅
力ある路地となっている。

　共同浴場設計は , まず各々コアを設ける . コアは敷地によってパターンが異なり , 筒型や壁などさまざまであるが材質は
統一し石材を用いる . コアには , 町の核として位置付けていくことと , 時代が流れても決して無くなることのない浴場空間
であるという２つの意味を持つ .

　共同浴場を核となって周辺にある路地 , 空き家と徐々に連鎖し再編されていく .
これらの過程（phase2 から）には地域住民の意向が反映されていく . 周辺にある環境（住人の生活 , 商業店舗など）によっ
て 6つの共同浴場の共同体の色が異なる . 共同浴場を改修し , 隣接する路地を整備し , 魅力ある歩行空間となることで観光
客で活気が溢れ , 空き家を使い人が現れる . この様に , ボトムアップで全体像を構築することが重要であると考える .

Phase１: 共同浴場を再編 Phase2: 路地空間の整備 Phase3: 町全体が活性化

つなげる環境設備

Phase2空き家再構築に伴う共同浴場の動き

・空き家と共同浴場を物理的に結ぶ
環境に合わせて路地空間を整備 . 共
同浴場と空き家をつなげることで路
地の延長させ , 魅力の発信を行う .

・温泉熱による効果
冬季：融雪・結露による水の獲 
　　 得 , 床暖房
・ダブルスキン
冬季 : エアフローウィンドー ,
　  暖房

共同浴場：利用形態の把握と考察

1 世帯が利用 (２人 ) 4 世帯と 1旅館 1世帯が利用 (1 人 )
❶ ❷ ❸

2 世帯が利用 (２人 ) 1 世帯が利用 (２人 ) 利用者なし
❹ ❺ ❻
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路地空間：路地の特性を把握する

表商業路地

住宅路地
旅館バックヤード路地
裏商業路地

通り抜け路地

「表商店街路地」
路地に１店舗以上の商業店舗
(旅館も含む )が面し , 建物の
表面が路地に隣接しているもの .

「住宅路地」
路地が住宅の出入口専用の動線
となっているもの .

「通り抜け路地」
路地が道と道を繋ぐ人が通り抜
けることができる動線となって
いる

「裏商店街路地」
路地に商業店舗 ( 旅館も含む )
が面し , 建物の裏面が路地に隣
接しているもの . 商業店舗の
バックヤードとして利用されて
いる路地 .

「旅館バックヤード路地」
路地の延長に旅館のバックヤー
ドがあり , 従業員に利用されて
いるもの .

共同浴場

空き家

路地

最小単位共同体

路地・空き家・共同浴場の関係図



脱衣所
浴場縁側 ボイラー

打たせ湯湯船

住民の生活空間

勝月堂の前で賑
わう人々を引き
込む溜まり

勝月堂

薬師堂

Plan：1/500 Plan：1/250 Section：1/400

±0
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＋6000

PS
PS

旅館受付

現利用住民の動線

環境装置の中庭

観光客専用浴場入口

トイレ 採光

熱

住民の生活を守る壁
裏に開放的である空間をつくる

柔らかく視線を遮断する木造壁

①共同浴場
phase1: 隣接する住民の暮らしを壁を用いて保護 . その上で , 店の活気を共同浴場に
引き込む溜まりの空間を正面に設け , 観光客を自然に誘導する .

敷地

②共同浴場
phase1: 隣接する旅館を巻き込んで設計する . 建物密集地であるため , 中庭を設け採
光を確保する.地下に浴場空間を配置し,中庭に入った光を大きな天窓から取り入れる.

③共同浴場
phase1: 大通りと路地 , 空き家密集地とを結ぶ . 二重コアとそれを囲むスキップフ
ロアが空間に抑揚をつける .

展望台

大屋根

空き家が密集する方向に、木造の大屋根を垂らし、
人々街路空間へと導く .

大通りからの動線

公民館

ひらけたテラス

浴場
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石段から路地に入り奥まったとこ
に位置する . 商業店舗と薬師堂 ,
さらに高層建築に囲まれている .

建物が密集し採光の確保が困難で
ある . 密集する建物の表は商業店
舗であり,裏は生活が垣間見れる.

敷地
旧温泉街の外皮に位置する . 比較的車通り
の多い大通りと , 奥まったところにある古
久家の入り口動線とに挟まれている .

敷地

地下に浴場を設ける

温泉熱による融雪、雪解け水の活用

室内環境を整える屋根

素泊まり旅館

ダブルスキンによる冷却、暖房

入浴は共同浴場 , 食事は温泉街にあるレストランで

空き家

空き部屋

phase2 で活用



Plan：1/400 Section：1/400 Section：1/400

view

採光

街路空間を活かすための壁

素泊まり旅館

入浴は共同浴場 , 食事は温泉街
にあるレストランで

浴場の温泉熱が床暖房となる

コアを囲う形

公衆トイレ・観光案内事務

脱衣所

コアにある共同浴場に人々を導く

全体を囲う大屋根

道に面的な広がりを与える壁

蒸し湯

ボイラー室

下から蒸気を上に送り込む

２つで１つの大屋根

④共同浴場
phase1: かつて旅館だった場所に配管を通し設計 . 共同浴場と素泊まり旅館の機能
を持たせる . 隣接する空き家＋バックヤード空間の今後の利用を考え , それら景観に
合わせてコアを配置した .

共同浴場入口

浴場

脱衣所
表裏をつなげる動線

⑤共同浴場
phase1: 元々の街路と街路を結ぶ役割を残し , さらに階段の踊り場から垂直に延長
し人を引き込む細い路地のような空間を設ける .

通り抜け動線

共同浴場 道 空き地道空き家旅館

共同浴場入口

⑥共同浴場
phase1: 長く細い路地を遮るように配置する . 道に対して面的な広がりを与えて滞
留空間をることで人々を引き込む .

蒸し湯入口

ボイラー

休憩スペース

更衣室

石段から奥まったところにある . 周辺は空
き家が並び閑散とした風景が広がる .４軒空
き家は ,１つの構造であり繋がっている .
裏には , かつての従業員用動線と思われる
バックヤードがある . 現在の共同浴場は住
宅に付属しており , 公共的な空間にするの
は難しい .

敷地
街路と街路に挟まれている .
周辺は , 広い空き地と空き家 , 旅館や商業
店舗とさまざまな要素がある . 現在は ,
いっぷく館 ( 公衆トイレ , 休憩センター )
があるが , 休憩所はほとんど使われていな
い .

敷地
細く長い道が続く .
整備はされておらず , 観光客は全く
通らない道である . 空き家が密集し
ているが , 起伏がある街路で魅力を
感じる .

敷地

配管を延長

空き家
phase2 で活用




